
―1―

『万葉集』における持統天皇像（井上）

と
変
容
し
た
百
人
一
首
歌
と
は
一
線
を
画
す
が
、
後
世
の
持
統
天
皇
像
は
も
っ

ぱ
ら
百
人
一
首
歌
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た（

３
）

。
当
該
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
和

歌
に
よ
る
四
季
の
創
造
が
日
本
文
化
を
形
作
っ
て
き
た
と
も
い
え（

４
）

、
人
口
に
膾

炙
し
た
歌
で
あ
り
な
が
ら
、『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
八
番
歌
が
、
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
詠
ま
れ
た
の
か
、「
白し

ろ

妙た
へ

能の

衣こ
ろ
も」

が
何
を
意
味
す
る
か
、

と
い
っ
た
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。

　

一
方
で
、近
現
代
に
お
い
て
持
統
天
皇
に
言
及
す
る
際
に
は
、し
ば
し
ば
「
非

情（
５
）

」
や
「
冷
徹（

６
）

」
と
い
っ
た
言
葉
が
並
べ
ら
れ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
甥
に
あ

た
る
大
津
皇
子
の
謀
反
事
件
を
「
鸕
野
皇
后
の
罠
」
と
す
る
評
価
が
あ
る
と
み

ら
れ
る（

７
）

。古
代
に
お
い
て
も
大
津
皇
子
は
不
遇
の
皇
子
と
し
て
認
識
さ
れ
、人
々

の
同
情
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
、『
懐
風
藻
』
に
は
極
め
て
好
意
的
な
略
伝
と

臨
終
詩
が
載
り
、『
万
葉
集
』
に
は
大
津
皇
子
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
歌
が
収
め

ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
史
書
と
同
等
の
史
料
と
し
て
扱
わ
れ
、
大
津
皇
子
の
実
人

生
を
伝
え
る
生
の
声
と
解
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、『
懐
風
藻
』
も
『
万

葉
集
』
も
文
学
作
品
で
あ
り
、
大
津
皇
子
は
悲
劇
の
皇
子
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
、
大
津
皇
子
物
語
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
形
作
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い

る（
８
）

。『
日
本
書
紀
』
に
し
て
も
、
記
述
者
の
認
識
が
反
映
さ
れ
た
編
集
物
と
い

う
点
で
は
同
様
で
あ
る
。
大
津
皇
子
は
そ
の
悲
劇
性
ゆ
え
に
愛
さ
れ
、
そ
れ
ゆ

え
に
持
統
天
皇
は
「
非
情
」
で
「
冷
徹
」
な
人
物
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

大
津
皇
子
の
場
合
と
同
様
に
、『
万
葉
集
』
の
持
統
天
皇
歌
か
ら
実
人
生
を

一
　
は
じ
め
に

　

二
〇
二
〇
年
が
『
日
本
書
紀
』
編
纂
一
三
〇
〇
年
の
記
念
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
当
館
で
も
様
々
な
関
連
事
業
を
実
施
し
た
。
導
入
と
し
て
活
用
し
た
の

が
、
持
統
天
皇
と
聞
い
て
多
く
の
人
が
ま
ず
想
起
す
る
で
あ
ろ
う
、
次
の
歌
で

あ
っ
た
。

　
　

春
す
ぎ
て
夏
き
に
け
ら
し
白
妙
の
こ
ろ
も
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
ぐ
山（

１
）

 

（
小
倉
百
人
一
首
・
二
）

　
「
小
倉
百
人
一
首
」
の
中
の
有
名
な
歌
で
あ
る
が
、
も
と
は
万
葉
歌
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

藤
原
宮
御
宇
天
皇
代　

高
天
原
廣
野
姫
天
皇　

元
年
丁
亥
十
一
年
譲
位
軽

　
　
　
　

  

太
子　

尊
号
太
上
天
皇

　
　
　
　
　

天
皇
御
製
歌

　
　

春は
る

過す
ぎ

而て　

夏な
つ

来き
た
る

良ら

之し　

白し
ろ

妙た
へ

能の　

衣
こ
ろ
も

乾ほ
し

有た
り　

天あ
め

之の

香か

来ぐ

山や
ま

（
２
）

 

（
巻
一
・
二
八
）

　

ホ
シ
タ
リ
と
眼
前
の
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
点
で
、
伝
聞
表
現
（
ホ
ス
テ
フ
）

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
持
統
天
皇
像

　
　
　
　
　

―
天
香
具
山
歌
を
軸
に
―

井
上　

さ
や
か
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再
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
作
品
が
『
万
葉
集
』
中
で
ど
の
よ
う

に
収
載
さ
れ
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
巻
一
・
二
八
番
歌
を
軸
に
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
持

統
天
皇
歌
の
位
置
付
け
を
探
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
持
統
天
皇
像
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
　「
大
后
」「
太
上
天
皇
」「
天
皇
」

　

は
じ
め
に
触
れ
た
と
お
り
、
持
統
天
皇
の
作
歌
は
わ
ず
か
六
首
に
過
ぎ
ず
、

史
書
に
書
か
れ
た
こ
と
が
す
べ
て
過
去
の
事
実
で
あ
る
と
い
う
保
証
も
な
い
。

こ
こ
で
は
、
実
体
と
し
て
の
鸕
野
讃
良
皇
女
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
『
万
葉

集
』
に
「
持
統
天
皇
」
の
歌
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か

ら
見
て
お
き
た
い
。

  

持
統
天
皇
の
作
歌
は
『
万
葉
集
』
中
に
六
首
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
持

統
天
皇
」
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
。

　
　
　
　

天
皇
崩
之
時
大
后
御
作
歌
一
首

八や

隅す
み

知し

之し　

我わ
ご

大お
ほ

王き
み

之の　

暮ゆ
ふ

去さ
れ

者ば　

召め
し

賜た
ま
ふ

良ら

之し　

明あ
け

来く
れ

者ば　

問と
ひ

賜た
ま
ふ

良ら

志し

神か
む

岳を
か

乃の　

山や
ま

之の

黄も
み

葉ち

乎を　

今け

日ふ

毛も

鴨か
も　

問と
ひ

給た
ま
は

麻ま

思し　

明あ

日す

毛も

鴨か
も　

召め
し

賜
た
ま
は

萬ま

旨し　

 

其そ
の

山や
ま

乎を　

振ふ
り

放さ
け

見み

乍つ
つ　

暮ゆ
ふ

去さ
れ

者ば　

綾
あ
や
に

哀か
な
し
み

　

明あ
け

来く
れ

者ば　

裏う
ら

佐さ

備び

晩
く
ら
し

　

荒あ
ら

妙た
へ

乃の　

衣
こ
ろ
も

之の

袖そ
で

者は　

乾ふ
る

時と
き

文も

無な
し　

　
　
　
　
　
　
（
巻
二
・
一
五
九
）

　
　
　
　

一
書
曰
天
皇
崩
之
時
太
上
天
皇
御
製
歌
二
首

燃も
ゆ
る

火ひ

物も　

取と
り

而て

裹つ
つ
み

而て　

福ふ
く

路ろ

庭に
は　

入い
る

澄と

不い
は

言ず

八や

面も　

智
男
雲（
一
六
〇
）

向き

南た

山や
ま
に　

陳
た
な
び
く

雲く
も

之の　

青あ
を

雲く
も

之の　

星ほ
し

離さ
か
り

去ゆ
く　

月つ
き

矣を

離は
な
れ

而て　
　
　
（
一
六
一
）

天
皇
崩
之
後
八
年
九
月
九
日
奉
為
御
齋
會
之
夜
夢
裏
習
賜
御
歌
一

首　
古
歌
集
中
出

明あ

日す

香か

能の　

清き

御よ

原み

乃の

宮み
や

尓に　

天あ
め
の
し
た下　

所し
ら
し
め
し
し

知
食
之　

八や

隅す
み

知し

之し　

吾わ
ご

大お
ほ

王き
み

　

高た
か

照て
ら
す　

日ひ

之の

皇み

子こ　

何い
か
さ
ま
に

方
尓　

所お
も
ほ
し
め
せ
か

念
食
可　

神か
む

風か
ぜ

乃の　

伊い

勢せ

能の

國く
に

者は

　

奥お
き

津つ

藻も

毛も　

靡な
み

足た
る

波な
み

尓に　

塩し
ほ

氣け

能の

味み　

香か

乎を

礼れ

流る

國く
に

尓に　

味う
ま

凝こ
り　

文あ
や

尓に

乏と
も
し

寸き　

高た
か

照て
ら
す　

日ひ

之の

御み

子こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
二
）

　

一
五
九
番
歌
の
題
詞
に
は
「
天
皇
崩
」
の
時
の
「
大
后
」
の
「
御
歌
」
と
あ

り
、一
六
〇
番
歌
の
題
詞
に
は
「
天
皇
崩
」
時
の
「
太
上
天
皇
」
の
「
御
製
歌
」、

一
六
二
番
歌
に
は
「
天
皇
崩
」
の
八
年
後
の
「
御
歌
」
と
あ
っ
て
作
者
を
明
記

し
て
い
な
い
。「
一
書
曰
」（
一
六
〇
・
一
六
一
）
や
「
古
歌
集
中
出
」（
一
六
二
）

と
あ
る
と
お
り
、
別
々
の
資
料
か
ら
採
ら
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る

が
、『
万
葉
集
』
成
立
以
前
に
存
在
し
た
「
一
書
」
に
お
い
て
「
天
皇
崩
之
時

太
上
天
皇
御
製
歌
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。「
太
上
天
皇
」
と
は
、

生
前
譲
位
を
行
い
初
め
て
「
太
上
天
皇
」
と
呼
ば
れ
た
と
『
日
本
書
紀
』
に
記

さ
れ
る
持
統
天
皇
を
指
す
で
あ
ろ
う
が
、そ
の
呼
称
が
存
在
し
た
時
点
で
の「
天

皇
」は
文
武
天
皇
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
当
該
箇
所
で
は「
天
皇
崩
之
時
」と
あ
り
、

一
五
六
番
歌
の
前
に
あ
る
天
皇
代
を
示
す
標
目
か
ら
み
て
、
こ
の
「
天
皇
」
は

天
武
天
皇
を
指
す
。
本
来
の
「
一
書
」
に
は
な
か
っ
た
書
き
様
に
改
め
ら
れ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
八
年
後
の
歌
を
も
一
連
の
も
の
と
し
て
載
せ
て
い

る
の
は
、
巻
二
冒
頭
の
有
間
皇
子
歌
群
に
通
じ
る
態
度
で
あ
る
。
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『万葉集』における持統天皇像（井上）

　

一
五
九
番
歌
に
つ
い
て
は
、「
問
ひ
」「
見
す
」
行
為
を
「
ら
し
」「
ま
し
」

で
受
け
る
こ
と
や
、
一
首
の
中
に
「
ら
し
」
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

な
ど
、
早
く
か
ら
文
脈
の
不
自
然
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た（

９
）

。
加
え
て
、「
神
岳
」

を
明
日
香
の
カ
ム
ナ
ビ
山
と
捉
え
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
表
現
や
時

代
の
異
な
る
ミ
モ
ロ
山
や
カ
ム
ナ
ビ
山
と
「
神
岳
」
と
を
同
一
視
し
て
実
体
に

還
元
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の
か
疑
問
も
あ
る）

10
（

。
一
六
〇
・
一
六
一
番
歌
に
つ

い
て
も
、「
智
男
雲
」
や
「
向
南
山
」
な
ど
難
訓
句
が
あ
り
、「
燃
火
物
取
而
裹

而
」「
陳
雲
」「
青
雲
」
な
ど
特
異
な
表
現
や
語
彙
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
一
六

二
番
歌
に
つ
い
て
も
、「
夢
裏
習
賜
」
と
い
う
特
殊
な
作
歌
契
機
を
持
つ
歌
で

あ
り
、
音
数
も
不
整
の
難
解
な
歌
で
あ
る
。
表
現
の
特
徴
か
ら
、
こ
れ
ら
は
持

統
天
皇
で
は
な
く
柿
本
人
麻
呂
の
作
歌
か
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）

12
（

が
、
本
稿
で

は
実
作
者
が
誰
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
が
「
大
后
御
作
歌
」「
太
上

天
皇
御
製
歌
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

　
『
万
葉
集
』巻
一
と
巻
二
は
原
撰
部
と
考
え
ら
れ
、こ
と
に
巻
一
の
原
形
は「
持

統
万
葉
」、
当
該
歌
群
を
含
む
巻
二
の
原
型
は
「
元
明
万
葉
」
と
も
指
摘
さ
れ

る）
13
（

。
そ
う
し
た
時
点
で
、
天
武
天
皇
の
「
大
后
」
で
あ
り
後
の
「
太
上
天
皇
」

で
あ
る
持
統
天
皇
は
、
特
異
な
歌
を
詠
む
人
物
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
た

と
い
え
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
天
武
天
皇
の
「
大
后
」
と
し
て
の
立
場
を
強
く

印
象
付
け
る
歌
々
で
あ
っ
た
。

　

残
る
一
首
は
、
巻
三
に
収
載
さ
れ
た
志
斐
嫗
へ
の
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

天
皇
賜
志
斐
嫗
御
歌
一
首

不い

聴な

跡と

雖い
へ
ど云　

強し
ふ

流る

志し

斐ひ

能の

我が　

強し
ひ
が
た
り語　

比こ
の

者こ
ろ

不き
か

聞ず

而て　

朕あ
れ

戀こ
ひ

尓に

家け

里り

（
巻
三
・
二
三
六
）

　

こ
の
歌
は
「
不い

な
と
い
へ
ど

聴
雖
謂　

語か
た

礼れ

か
た

れ

常と　

詔
の
ら
せ

許こ

曽そ　

志し

斐ひ

伊い

波は

奏ま
を
せ　

強し
ひ

語
か
た
り

登と

言い
ふ

」（
二
三
七
番
歌
）
と
い
う
志
斐
嫗
の
歌
と
と
も
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

巻
頭
に
「
天
皇
御
遊
雷
岳
之
時
」
の
柿
本
人
麻
呂
作
歌
（
巻
三
・
二
三
五
）
が

あ
り
、
次
に
こ
の
「
天
皇
」
と
志
斐
嫗
と
の
贈
答
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

巻
一
や
巻
二
と
は
異
な
り
、
巻
三
に
は
天
皇
代
を
示
す
標
目
は
立
て
ら
れ
て
お

ら
ず
、こ
れ
ら
の「
天
皇
」が
誰
を
指
す
の
か
判
然
と
し
な
い
。
元
正
天
皇
説（
拾

穂
抄
）、
天
武
天
皇
説
（
注
釈
な
ど
）、
持
統
天
皇
説
（
代
匠
記
な
ど
）、
文
武

天
皇
説
（
講
義
、
釋
注
な
ど
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な
根
拠
に
欠
け

る
。
契
沖
以
降
は
持
統
天
皇
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
は
志
斐

嫗
が
後
宮
に
仕
え
た
女
性
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
に
尽
き
、『
日
本
書
紀
』
持
統

天
皇
三
年
六
月
二
日
条
に
お
い
て
「
撰
善
言
司
」
が
任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

結
び
つ
け
る
見
方
も
あ
る
が）

14
（

、
当
該
記
事
に
志
斐
嫗
が
登
場
す
る
わ
け
で
も
な

い
。「
持
統
天
皇
」
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
二
三
六
番
歌
は
持
統
天
皇

歌
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

後
世
に
お
い
て
享
受
さ
れ
た
持
統
天
皇
歌
は
天
香
具
山
歌
に
限
定
さ
れ
て
い

た
と
い
え
る
が
、
近
代
に
至
っ
て
当
該
歌
も
加
わ
っ
た）

15
（

。
し
か
し
な
が
ら
『
万

葉
集
』
に
お
い
て
は
、「
持
統
天
皇
」
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
天
武
天
皇

挽
歌
群
で
、
天
武
天
皇
の
「
大
后
」
と
し
て
の
位
置
付
け
こ
そ
が
強
調
さ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
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三
　
巻
一
・
二
八
番
歌

　

見
て
き
た
と
お
り
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
持
統
天
皇
の
歌
で
あ
る
こ
と
が

明
示
さ
れ
た
歌
は
巻
一
・
二
八
番
歌
の
み
で
あ
る
と
い
え
る
。
当
該
歌
の
前
に

は
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
と
天
皇
代
を
示
す
標
目
が
あ
り
、
続
け
て
「
高
天

原
廣
野
姫
天
皇　

元
年
丁
亥
十
一
年
譲
位
軽
太
子　

尊
号
太
上
天
皇）

16
（

」
と
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
二
八
番
歌
の
題
詞
の
「
天
皇
」
は
持
統
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
に
該
当
す
る
天
皇
が
少

な
く
と
も
持
統
・
文
武
の
二
代
に
亘
る
こ
と
か
ら
、
契
沖
『
萬
葉
代
匠
記
』
や

富
士
谷
御
杖
『
萬
葉
集
燈
』
は
、「
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
」
と
あ
る
の
を
後
世

の
誤
り
と
す
る
が
、
巻
一
に
お
い
て
も
巻
二
に
お
い
て
も
、
事
実
上
は
持
統
天

皇
代
の
標
目
で
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

巻
一
・
巻
二
の
原
撰
部
に
共
通
す
る
「
―
―
宮
御
宇
天
皇
代
」
に
和
風
諡
号

を
添
え
る
と
い
う
記
載
様
式
に
則
り
つ
つ
、
天
智
・
天
武
両
天
皇
代
が
和
風
諡

号
に
続
け
て
「
謚
曰
―
―
天
皇
」
と
漢
風
諡
号
を
並
記
す
る
の
に
対
し
て
、
持

統
天
皇
代
に
つ
い
て
は
漢
風
諡
号
が
な
く
、
か
わ
り
に
先
掲
の
注
記
が
あ
る
。

「
元
年
丁
亥
」
は
即
位
年
の
大
歳
（
木
星
＝
支
配
星
）
が
丁
亥
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、『
日
本
書
紀
』
で
は
重
視
さ
れ
る
情
報
で
は
あ
る
が
、『
万
葉
集
』

中
に
記
す
例
は
他
に
な
い
。
十
一
年
に
軽
太
子
（
文
武
天
皇
）
に
生
前
譲
位
し
、

史
上
初
の
「
太
上
天
皇
」
と
な
っ
た
こ
と
も
『
日
本
書
紀
』
に
あ
る
と
お
り
で

あ
り
、「
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
」
と
い
う
和
風
諡
号
が
『
日
本
書
紀
』
編
纂
時

に
改
変
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
と
も
合
致
す
る
。

　

表
現
に
つ
い
て
毛
利
正
守
氏
は
、
根
拠
に
基
づ
く
推
量
表
現
で
あ
る
ラ
シ
に

着
目
し
、
四
季
観
と
し
て
の
季
節
観
が
古
代
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
四
時
観

と
は
異
な
る
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と）

17
（

を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
う
し
た
季
節
の
推
移

を
詠
む
万
葉
歌
の
う
ち
、
ラ
シ
を
根
拠
づ
け
る
物
が
「
自
然
物
」
で
な
い
の
は

当
該
歌
の
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た）

18
（

。
当
該
歌
が
、
一
見
わ
か
り
や
す
い
叙

景
歌
に
み
え
て
特
異
な
表
現
性
を
有
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

は
や
く
に『
詞
林
采
葉
抄
』（
一
三
六
六
年
）が
、小
倉
百
人
一
首
歌
に
近
い「
夏

キ
ニ
ケ
ラ
シ
」「
衣
乾
有
（
サ
ラ
セ
リ
／
ホ
シ
タ
ル
）」
と
い
う
訓
で
当
該
歌
を

取
り
上
げ
、
山
に
衣
を
干
す
と
表
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
甘
橿
ノ
明
神
」
の

衣
を
「
神
水
ニ
ヌ
ラ
シ
テ
ホ
ス
」
と
い
う
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る）

19
（

。「
此
山
ニ

ハ
卯
花
多
ク
サ
キ
ケ
ル
ヲ
衣
干
似
ソ
ト
モ
申
ニ
ヤ
」
と
も
あ
り
、
藤
原
定
家
が

『
拾
遺
愚
草
』（
十
三
世
紀
）
等
で
「
白
妙
の
こ
ろ
も
」
を
卯
の
花
の
見
立
て

と
解
し
て
い
る
こ
と
に
連
な
る
見
解
で
あ
り
、『
萬
葉
抄
』（
一
四
八
二
年
）
に

も
同
様
の
見
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
衣
乾
有
」
を
ど
う
訓
読
す
る
か
、
香
具

山
の
白
妙
の
衣
は
見
立
て
か
実
景
か
、
そ
の
こ
と
が
な
ぜ
夏
の
到
来
を
意
味
す

る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
萬
葉
代
匠
記
』（
精

選
本
、
一
六
九
〇
年
）
に
お
い
て
も
「
乾
有
ヲ
ハ
、
サ
ラ
セ
リ
ト
モ
、
ホ
シ
タ

リ
ト
モ
読
来
レ
リ
。
同
シ
コ
ト
ナ
リ
」と
し
て
、香
具
山
の
麓
の
家
々
が
し
ま
っ

て
お
い
た
衣
を
取
り
出
し
て
干
す
の
を
見
て
詠
ん
だ
と
解
し
、
本
来
は
巻
八
夏

雑
歌
の
冒
頭
に
載
せ
る
べ
き
歌
で
あ
る
の
に
こ
こ
に
載
る
の
は
「
此
集
部
類
未
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タ
不
調
故
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
た
だ
、『
万
葉
考
』（
一
七
六
〇
年
）
に
お
い

て
賀
茂
真
淵
が
、
当
該
歌
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
「
後
世
心
」
に
過
ぎ
な
い
と

批
判
し
、「
心
は
た
ゞ
打
見
打
思
ふ
が
ま
ゝ
に
こ
そ
よ
め
れ
」
と
、
飛
鳥
浄
御

原
宮
か
ら
見
え
た
ま
ま
を
詠
ん
だ
と
し
て
以
降
、
近
世
の
諸
注
釈
は
ほ
ぼ
こ
の

見
解
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

現
在
は
、「
来
る
」は「
来
至
る
」の
約
で
あ
り
キ
タ
ル
と
訓
読
す
る
こ
と）

20
（

、「
乾

有
」
は
「
干
し
て
有
る
」
の
約
で
あ
り
ホ
シ
タ
リ
と
句
切
れ
と
し
て
訓
読
す
る

こ
と）

21
（

で
見
解
は
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
歌
の
意
義
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
諸

説
が
あ
る
。

　

毛
利
論
文
に
お
い
て
、
推
量
表
現
ラ
シ
を
持
つ
場
合
は
根
拠
と
な
る
眼
前
の

景
に
重
点
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
白し

ろ

妙た
へ

能の

衣こ
ろ
も」

は
実
景
で
あ
り
、
見
立
て
と
は
考

え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
、
な
ぜ
香
具
山
に
干
し
て
あ

る
白
妙
の
衣
が
夏
の
到
来
を
推
量
さ
せ
る
根
拠
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

天
香
具
山
は
大
和
の
「
物
実
」
と
も
い
え
る
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
皇
位

を
保
証
す
る
山
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ）

22
（

、「
天
の
」
と
い
う
形
容
詞
を
冠
す
る

こ
と
か
ら
み
て
も
、
香
具
山
の
特
異
性
は
万
人
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ

う
し
た
特
異
な
地
に
干
さ
れ
た
白
妙
の
衣
は
、
祭
祀
儀
礼
時
の
斎
服
と
さ
れ）

23
（

、

渡
瀬
昌
忠
氏
は
春
の
菜
摘
行
事
を
想
定
し）

24
（

、
川
上
富
吉
氏
は
『
古
事
記
』
天
の

岩
戸
神
話
で
天
照
大
神
が
神
衣
を
織
る
こ
と
や
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
四
月
神

衣
祭
の
祝
詞
な
ど
か
ら
、
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
孟
夏
の
神
衣
祭
と
の
関
連
を
指

摘
し
た）

25
（

。

　

天
香
具
山
が
皇
位
を
保
証
す
る
山
で
あ
っ
た
と
し
て
、
な
ぜ
「
夏
」
の
到
来

を
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
祇
令
に
よ
れ
ば
、
神
衣

祭
は
孟
夏
と
季
秋
の
二
回
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
古
事
記
』
当
該

部
分
は
持
統
天
皇
の
時
代
に
改
変
を
受
け
た
こ
と
、
そ
れ
は
持
統
天
皇
の
直
接

的
関
与
で
は
な
く
元
明
天
皇
も
し
く
は
太
安
万
侶
の
関
与
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り）

26
（

、
当
該
歌
に
お
い
て
も
、
歌
が
詠
ま
れ
た
時
点

と
編
纂
物
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
時
点
と
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
歌
の
表
現
の
問
題
と
し
て
、
従
来
、
当
該
歌
と
類
似
す
る
表
現
を
持

つ
歌
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
次
の
歌
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

寒ふ
ゆ

過す
ぎ
て　

暖は
る

来き
た
る

良ら

思し　

朝あ
さ

烏ひ

指さ
す　

滓か
す

鹿が

能の

山や
ま

尓に　

霞
か
す
み

軽た
な

引び
く

（
巻
十
・
一
八
四
四
）

　

ラ
シ
を
用
い
て
季
節
の
推
移
を
表
現
す
る
と
い
う
点
で
、
単
に
季
節
の
到
来

を
詠
む
歌
々
と
一
線
を
画
す
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の
点
で
二
八
番
歌
と
の

類
似
を
認
め
得
る
。
た
だ
、「
冬
」か
ら「
春
」へ
の
推
移
を
詠
む
こ
と
と
、「
春
」

か
ら
「
夏
」
へ
の
推
移
を
詠
む
こ
と
と
で
は
、
意
義
が
異
な
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
毛
利
論
文
が
指
摘
す
る
、推
量
の
ラ
シ
を
根
拠
づ
け
て
い
る
の
が「
霞
」

と
い
う
「
自
然
物
」
が
た
な
び
く
景
で
あ
る
こ
と
も
、
二
八
番
歌
と
は
大
き
く

異
な
る
点
と
い
え
る
。

　
「
春
」
は
四
季
の
最
初
で
あ
り
一
年
の
始
ま
り
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
八

四
四
番
歌
だ
け
で
な
く
、「
打う

ち

靡な
び
く　

春は
る

来き
た
る

良ら

之し

」（
巻
八
・
一
四
二
二
）、「
冬ふ

ゆ
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木こ
も
り成　

春は
る

去さ
り

来く
れ

者ば

」（
巻
一
・
一
六
）
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
の
到
来
を
詠
む
歌

は
多
い
。
巻
八
巻
頭
歌
が
「
毛も

要え

出い
づ
る

春は
る

尓に　

成
な
り
に

来け
る

鴨か
も

」
と
春
の
到
来
を
詠
む

「
懽

よ
ろ
こ
び」

の
歌
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、「
夏
」
を
詠

む
歌
の
多
く
は「
夏
草
」（
巻
一
・
二
九
或
本
歌
、巻
二
・
一
三
一
な
ど
）や「
夏
野
」

（
巻
四
・
五
〇
二
な
ど
）
を
詠
み
、
そ
の
到
来
を
待
ち
望
む
歌
は
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
。
わ
ず
か
に
「
春は

る

過す
ぎ

而て　

夏な
つ

来き

向む
か
へ

者ば

」（
巻
十
九
・
四
一
八
〇
）
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
推
量
の
ラ
シ
を
伴
わ
ず
、
大
伴
家
持
が
七
五
〇
年
に
詠

ん
だ
歌
で
あ
り
、
二
八
番
歌
を
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
表
現
と
い
え
る
。
な
ぜ

天
香
具
山
の
「
夏
」
の
到
来
を
詠
む
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
晴
れ

な
い
。

　
「
白
妙
能
衣
」
が
「
雪
」
の
見
立
て
で
あ
る
と
い
う
指
摘
や）

27
（

、
四
時
観
に
基

づ
い
た
持
統
自
身
の
帝
位
確
認
の
宣
言
歌
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
き
た

よ
う
に）

28
（

、
ラ
シ
を
用
い
る
歌
の
中
で
唯
一
「
自
然
物
」
を
根
拠
と
し
な
い
当
該

歌
は
、「
白
妙
能
衣
乾
有
」
に
何
ら
か
が
象
徴
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
排
除
で

き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
衣
乾
有
」
を
ど
う
解
す
る
か
が
あ
ら
た
め
て
問

題
と
な
っ
て
く
る
。

　
「
乾
」
字
は
『
万
葉
集
』
中
に
十
四
例
み
え
る
が
、
四
段
他
動
詞
ホ
ス
と
解

さ
れ
て
い
る
の
は
当
該
歌
と
、「
乾
」
を
含
む
本
文
に
異
同
異
訓
が
あ
る
巻
六
・

九
九
九
番
歌
で
あ
る
。「
衣
」
と
「
乾
」
が
同
時
に
記
さ
れ
た
例
に
限
れ
ば
四

例
あ
り
、
二
八
番
歌
の
ほ
か
に
「
荒あ

ら

妙た
へ

乃の　

衣
こ
ろ
も

之の

袖そ
で

者は　

乾ふ
る

時と
き

文も

無な
し

」（
巻
二
・

一
五
九
）、「
吾わ

が

衣こ
ろ
も

手で

者は　

乾ふ
る

時と
き

毛も

奈な

志し

」（
巻
四
・
七
〇
三
）、「
沾ぬ

れ

西に
し

衣こ
ろ
も　

雖ほ

せ

ど

干
跡
不か

わ
か
ず乾

」（
巻
七
・
一
一
八
六
）
と
、
上
二
段
自
動
詞
フ
や
四
段
動
詞
カ

ワ
ク
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
他
の
「
乾
」
字
も
同
様

で
あ
り
、さ
ら
に
「
咲さ

き

酢す

左さ

乾び

垂た
る

」（
巻
十
・
二
二
八
一
）、「
浦う

ら

乾ぶ
れ
に

来け
り

」（
巻
十
一
・

二
四
六
五
）
を
見
て
も
、「
乾
」
が
フ
や
ヒ
の
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
え
る）

29
（

。
二
八
番
歌
は
ラ
シ
の
用
法
だ
け
で
な
く
、「
乾
」
の
用

法
も
他
の
歌
と
は
異
な
る
と
い
え
る
。

　
「
乾
」
と
通
用
す
る
「
干
」
字
の
用
例
は
七
十
九
首
を
数
え
、「
塩
干
（
潮
干
）」

や「
野
干
玉（
ぬ
ば
た
ま
）」な
ど
が
多
数
を
占
め
る
が
、「
白し

ろ

栲た
へ
の　

衣
こ
ろ
も
も

不ほ
さ
ず干
」（
巻

三
・
四
四
三
）、「
沾ぬ

れ

尓に

之し

衣こ
ろ
も　

不ほ
さ
ず干

而し
て

」（
巻
九
・
一
六
六
六
）、「
衣

こ
ろ
も

手で

潮ぬ
れ
ぬ　

干ほ
す

兒こ

波は

無な
し

尓に

」（
巻
九
・
一
七
一
七
）な
ど
、衣
を
ホ
ス
こ
と
を
詠
む
場
合
は「
干
」

字
を
用
い
る
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

　

ま
た
、
ラ
シ
を
伴
う
表
現
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
春
・
夏
・
秋
の
三
季

を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

春は
る

者は

毛も

要え　

夏な
つ

者は

緑み
ど
り

丹に　

紅
く
れ
な
ゐ

之の　

綵ま
だ
ら色
尓に

所み
ゆ
る見　

秋あ
き
の
や
ま山
可か

聞も

（
巻
十
・
二
一
七
七
）

　

季
節
分
類
歌
巻
で
あ
る
巻
十
の
秋
雑
歌
に
配
列
さ
れ
た
歌
で
あ
り
、
一
首
の

み
の
「
詠
山
」
歌
で
あ
る
。
作
者
も
作
歌
年
代
も
不
明
で
あ
り
、
三
季
を
短
歌

一
首
中
に
詠
み
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
視
覚
的
要
素
を
列
挙
し
つ
つ
「
見

ゆ
る
」
と
詠
ん
だ
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

先
掲
の
と
お
り
、
天
武
天
皇
の
「
大
后
」
と
し
て
の
一
五
九
番
歌
も
ま
た
、

ラ
シ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
点
で
特
異
な
表
現
で
あ
っ
た
。
二
八
番
歌
も
、
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「
夏
」
の
到
来
だ
け
で
な
く
、
季
節
の
概
念
そ
の
も
の
を
表
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。

四
　
天
香
具
山
と
和
風
諡
号

　
『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
八
番
歌
の
特
異
な
表
現
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
れ
ば
、

結
句
の
「
天
之
香
具
山
」
の
重
要
性
も
増
大
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
十
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
持
統
天
皇
は
、
天
武
天
皇
の

目
指
し
た
律
令
制
に
基
づ
く
中
央
集
権
国
家
を
完
成
さ
せ
た
人
物
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
と
み
え
る
。
即
位
前
紀
に
は
、

天す
め
ら
み
こ
と
皇
、
深し

ん

沈ち
ん

に
し
て
大た

い

度ど

有ま

し
ま
す
。
天あ

め

豊と
よ

財た
か
ら

重い
か
し

日ひ

足た
ら
し

姫ひ
め
の

天す
め
ら

皇み
こ
と

の

三
年
に
、
天あ

ま
の
ぬ
な

渟
中
原は

ら

瀛お
き
の

真ま

人ひ
と
の

天す
め
ら

皇み
こ
とに

適み
あ

ひ
ま
し
て
妃み

め

と
為な

り
た
ま
ふ
。

帝み
か
ど王
の
女む

す
め

な
り
と
雖い

へ
ど

も
、
礼ゐ

や

を
好こ

の

み
節せ

っ

倹け
ん

に
し
て
、
母ぼ

儀ぎ

の
徳と

く

有ま

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（『
日
本
書
紀
』
巻
第
三
十　

持
統
天
皇
称
制
前
紀）

30
（

）

と
、
落
ち
着
い
た
性
格
で
広
い
心
を
持
ち
、
帝
王
の
娘
で
あ
り
な
が
ら
礼
を
重

ん
じ
慎
ま
し
や
か
で
母
と
し
て
の
徳
が
あ
っ
た
、と
表
現
さ
れ
る
。
こ
れ
は『
後

漢
書
』
郭
皇
后
紀
に
倣
っ
た
文
飾
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
天
武
天

皇
八
年
（
六
七
九
）
に
天
智
天
皇
の
皇
子
た
ち
を
含
め
た
六
皇
子
ら
と
盟
約
し

て
「
母
」
と
な
っ
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
三
十
回
以
上

に
及
ぶ
吉
野
行
幸
に
つ
い
て
も
、
諸
説
は
あ
る
が
、
壬
申
の
乱
の
前
に
吉
野
で

雌
伏
し
て
い
た
天
武
天
皇
と
の
関
わ
り
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
難
い
。

　

大
津
皇
子
の
謀
反
事
件
に
つ
い
て
も
、
持
統
天
皇
代
の
出
来
事
と
し
て
称
制

前
紀
に
詳
細
な
記
事
が
載
り
、
大
津
皇
子
妃
で
あ
っ
た
山
辺
皇
女
に
つ
い
て

「
被か

み
を
み
だ髪
し
徒す

あ
し跣
に
し
て
、
奔は

し
り
ゆ赴
き
て
殉

と
も
に
み
ま
かる
。
見み

る
者ひ

と

皆み
な

歔す
す
り
な欷
く
」
と
記
さ
れ

る
。
こ
の
描
写
も
『
後
漢
書
』
伏
皇
后
紀
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

皇
子
女
条
な
ど
も
持
統
紀
の
み
特
異
な
記
載
様
式
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、『
万

葉
集
』原
撰
部
と
同
様
に
、『
日
本
書
紀
』第
三
十
巻
も
特
異
な
編
纂
事
情
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
巻
第
三
の
大
宝
三
年
十
二
月
十
七
日
条
に
は
、
持
統
天
皇
の

和
風
諡
号
が「
大お

ほ
や
ま
と
ね
こ
あ
め
の

倭
根
子
天
之
廣ひ

ろ
の野
日ひ

女め
の
み
こ
と尊
」と
あ
る
の
に
対
し
、『
日
本
書
紀
』

巻
第
三
十
持
統
天
皇
称
制
前
紀
お
よ
び
『
続
日
本
紀
』
巻
第
一
文
武
天
皇
即
位

前
紀
に
は
「
高た

か
ま
の
は
ら

天
原
廣ひ

ろ
の野
姫ひ

め
の

天す
め
ら
み
こ
と
皇
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
に
崩
御
し
、
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
の
火
葬
お
よ
び
埋

葬
に
際
し
て
諡
号
が
贈
ら
れ
た
時
か
ら
『
日
本
書
紀
』
が
編
纂
さ
れ
た
養
老
四

年
（
七
二
〇
）
ま
で
の
間
に
、
当
初
の
諡
号
「
大
倭
根
子
天
之
…
」
か
ら
「
高

天
原
…
」
に
変
容
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
「
高
天
原
」
は
『
古
事
記
』（
上
巻
）
な
ど
に
み
え
る
特
異
な
語
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
政
治
的
に
形
成
さ
れ
た
神
話
的
世
界
観
が
想
起
さ
れ
る
。「
倭
根
子
」

を
冠
す
る
諡
号
も
限
ら
れ
た
天
皇
に
の
み
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
『
古

事
記
』
の
世
界
観
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

31
（

。
七
一
二
年
に
『
古
事

記
』
が
成
立
し
て
い
る
の
も
示
唆
的
で
あ
る
。
持
統
天
皇
が
ま
だ
十
五
歳
程
の

年
若
い
孫
に
譲
位
し
た
こ
と
か
ら
、
日
本
神
話
の
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ニ
ニ
ギ
に
擬

す
る
指
摘
も
あ
る）

32
（

。『
古
事
記
』
に
お
け
る
神
話
と
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
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神
話
と
は
根
本
的
に
異
な
り）

33
（

、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
意
図
の
中
で
持
統
天
皇

の
諡
号
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
は
別
に
議
論
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ

う
が
、『
古
事
記
』
を
中
心
と
し
た
「
高
天
原
」
が
登
場
す
る
神
話
世
界
に
お

い
て
、「
香
具
山
」
が
重
要
な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

時
代
は
く
だ
る
が
、
冒
頭
に
掲
げ
た
小
倉
百
人
一
首
に
は
、『
万
葉
集
』
に

お
け
る
天
武
天
皇
の
「
大
后
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
『
日
本
書
紀
』
に
お

け
る
為
政
者
の
イ
メ
ー
ジ
も
な
く
、
天
香
具
山
の
歌
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
・
大
伴
家

持
と
と
も
に
、
な
ぜ
天
智
天
皇
と
持
統
天
皇
の
歌
が
採
ら
れ
た
の
か
と
問
う
と

き
、
天
皇
を
時
代
の
定
点
と
し
て
扱
い
、
和
歌
で
「
王
権
の
正
統
史
」
を
綴
る

意
図
で
編
纂
さ
れ
、
天
智
系
天
皇
に
よ
る
律
令
国
家
の
繁
栄
を
表
し
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る）

34
（

。
古
代
の
王
統
に
お
い
て
、
嫡
流
と
非
嫡
流
、
蘇
我
系
と
非
蘇

我
系
と
を
意
識
し
て
み
る
と
き
、
持
統
天
皇
は
天
武
天
皇
で
は
な
く
天
智
天
皇

の
系
譜
に
連
な
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
、
と
の
指
摘
も
あ
る）

35
（

。
小
倉
百
人
一
首

に
は
、
一
三
世
紀
当
時
の
「
持
統
天
皇
」
像
が
垣
間
見
え
る
と
い
え
よ
う
。
七

〇
七
年
の
元
明
天
皇
即
位
の
詔
に
お
い
て
に
わ
か
に
登
場
し
た
い
わ
ゆ
る
「
不

改
常
典
」
が
、
持
統
天
皇
の
父
で
あ
る
天
智
天
皇
の
定
め
た
も
の
と
さ
れ
、
継

承
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
藤
原
京
へ
の
遷
都
を
計
画
し
た
の
は
天

武
天
皇
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お

り
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
代
」
は
あ
く
ま
で
も
持
統
天
皇
の
御
代
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
た
。
事
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
措
き
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る

持
統
天
皇
は
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
天
皇
代
の
冒
頭
に
「
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
」
に
よ
る
「
天
之
香
具
山
」
歌
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
政
治
的
な
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
は

な
い
。
そ
し
て
そ
の
歌
の
表
現
も
特
異
で
あ
り
、
実
景
に
基
づ
き
季
節
の
到
来

を
詠
ん
だ
と
い
う
よ
り
は
、
中
央
集
権
国
家
の
完
成
し
た
天
皇
代
を
謳
う
に
相

応
し
い
歌
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　

巻
一
・
二
八
番
歌
は
、
詠
ま
れ
た
段
階
、
記
載
さ
れ
た
段
階
、
編
纂
さ
れ
た

段
階
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
特
異
な
歌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五
　
お
わ
り
に

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
に
お
い
て
持
統
天
皇
歌
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
歌
は
巻
一
・
二
八
番
歌
の
み
で
あ
る
と
い
え
、
根
拠
に
基
づ

く
推
量
表
現
で
あ
る
ラ
シ
に
着
目
し
た
場
合
、そ
の
根
拠
が「
白
妙
能
衣
乾
有
」

と
他
に
例
を
見
な
い
特
異
な
表
現
性
を
有
す
る
歌
と
考
え
ら
れ
た
。

　

そ
れ
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
「
天
之
香
具
山
」
は
、『
古
事
記
』
の
「
高
天
原
」

を
中
心
と
し
た
神
話
的
世
界
観
が
想
起
さ
れ
、『
日
本
書
紀
』
と
『
続
日
本
紀
』

に
み
え
る
持
統
天
皇
の
和
風
諡
号
「
高
天
原
廣
野
姫
天
皇
」
と
の
密
接
な
繋
が

り
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
諡
号
が
『
万
葉
集
』
の
標
目
に
も
記
さ
れ
た
意
義
は
、

同
じ
巻
一
に
お
い
て
天
智
天
皇
や
天
武
天
皇
が
和
漢
双
方
の
諡
号
を
並
記
さ
れ

る
の
に
対
し
、
持
統
天
皇
が
あ
く
ま
で
も
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
」
と
し
て
位
置
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付
け
ら
れ
た
点
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
二
八
番
歌
に
続
く
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇

代
」
の
歌
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
近
江
荒
都
歌
（
巻
一
・
二
九
〜
三
一
）
か
ら
藤

原
宮
御
井
歌
（
五
二
・
五
三
）
で
あ
り
、
以
降
は
天
皇
代
で
は
な
く
年
号
が
標

目
と
な
り
、
持
統
天
皇
は
「
太
上
天
皇
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、
そ
う
し
た
持
統
天
皇
像
と
軌
を
一
に
す
る
。

  

『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
持
統
天
皇
は
「
藤
原
宮
御
宇
天
皇
」
で
あ
り
、「
高

天
原
」
と
「
天
之
香
具
山
」
に
象
徴
さ
れ
る
皇
統
神
話
を
印
象
付
け
る
為
政
者

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
歴
史
的
な
事
実
と
は
無
関
係
な
、『
万
葉
集
』
と
い
う

文
学
的
営
為
の
発
露
で
あ
る
と
考
え
る
。

註
（
１
）「
小
倉
百
人
一
首
」の
本
文
は
、『
新
編
国
歌
大
観　

第
五
巻　

歌
合
編
、歌
学
書
・
物
語
・

日
記
等
収
録
歌
編
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
七
年
）
に
拠
る
。

（
2
）『
万
葉
集
』
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
鶴
久
・
森
山
隆
編
『
萬
葉
集
（
補
訂
版
）』（
お

う
ふ
う
、
一
九
七
七
年
）
に
拠
っ
た
。

（
3
）
拙
稿
「「
持
統
天
皇
」
像
の
変
遷
―
『
万
葉
集
』
か
ら
『
天
上
の
虹
』
ま
で
―
」『
特

別
展　

マ
ン
ガ
で
語
る
古
代
大
和
Ⅲ　

持
統
天
皇
を
め
ぐ
る
物
語
』
奈
良
県
立
万
葉

文
化
館
、
二
〇
二
〇
年
十
月

（
4
）
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
著
、
北
村
結
花
訳
『
四
季
の
創
造　

日
本
文
化
と
自
然
観
の
系
譜
』

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、
二
〇
二
〇
年

（
5
）
北
山
茂
夫「
持
統
天
皇
論
―
藤
原
宮
時
代
の
政
治
と
思
想
と
の
聯
關
に
お
い
て
―
」『
日

本
古
代
政
治
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年

（
6
）
直
木
孝
次
郎
『
持
統
天
皇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年

（
7
）
山
崎
馨
「
大
津
皇
子
と
大
伯
皇
女
」『
万
葉
集
を
学
ぶ　

第
二
集
』
有
斐
閣
、
一
九
七

七
年
、
な
ど
。

（
8
）
都
倉
義
孝
「
大
津
皇
子
と
そ
の
周
辺
」『
万
葉
集
講
座　

第
五
巻
』
有
精
堂
、
一
九
七

三
年

（
9
）
仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』（『
萬
葉
集
叢
書　

第
八
輯　

仙
覚
全
集
』
臨
川
書
店
、
一
九

七
二
年

（
10
）
拙
稿
「
神
岳
の
山
の
黄
葉
」『
美
夫
君
志
』
第
九
十
九
号
、
二
〇
一
九
年
十
月

（
11
）
小
嶋
憲
之
『
上
代
文
学
と
中
国
文
学　

中
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
年

（
12
）
身
崎
壽
『
宮
廷
挽
歌
の
世
界
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年

（
13
）
伊
藤
博
「
女
帝
と
歌
集
」『
専
修
国
文
』
創
刊
号
、
一
九
六
七
年
一
月
（『
萬
葉
集
の

構
造
と
成
立
』
塙
書
房
、
一
九
七
四
年
、
所
収
）

（
14
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注　

一
』
集
英
社
、
一
九
九
五
年

（
15
）
窪
田
空
穂
『
少
國
民
の
爲
の
萬
葉
集
』（
正
芽
社
、
一
九
四
二
年
）、
な
ど

（
16
）
元
暦
校
本
や
西
本
願
寺
本
に
拠
る
。
版
本
に
は
「
元
年
丁
亥
…
」
以
下
無
し
。

（
17
）
新
井
栄
蔵
「
持
統
御
製
と
季
節
観
」（『
万
葉
集
を
学
ぶ
』
第
一
集
、
一
九
七
七
年
）

（
18
）
毛
利
正
守
「
持
統
天
皇
御
製
歌
―
巻
一
・
二
八
番
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
萬
葉
』
第
二

百
十
一
号
、
二
〇
一
二
年
三
月

（
19
）
由
阿
『
詞
林
采
葉
抄
』
第
三
「
天
香
具
山
」
の
項
（『
萬
葉
集
叢
書　

第
十
巻
』
臨
川

書
店
、
一
九
七
二
年
）

（
20
）
栄
田
猛
猪
「
來
字
の
活
用
及
び
語
源
考
」『
國
學
院
雑
誌
』
第
一
七
巻
四
号
、
一
九
一

一
年
四
月

（
21
）
山
田
孝
雄
『
萬
葉
集
講
義　

巻
第
一
』（
寶
文
館
、
一
九
二
八
年
）
な
ど

（
22
）
井
出
至
「
天
の
香
具
山
」（『
人
文
研
究
』
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
、
第
二
十
六
巻
第

三
分
冊
、
一
九
七
四
年
）、
大
浜
厳
比
古
『
万
葉
幻
視
考
』（
集
英
社
、
一
九
七
八
年
）、

岩
下
武
彦
「
持
統
天
皇
の
香
具
山
の
歌
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
』
第
一
巻
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
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『
古
代
文
化
』
第
六
〇
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年

（
35
）
倉
本
一
宏
『
持
統
天
皇
と
皇
位
継
承
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年

（
23
）
折
口
信
夫
「
続
萬
葉
集
講
義
」『
折
口
信
夫
全
集　

第
九
巻
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六

六
年
、
な
ど

（
24
）
渡
瀬
昌
忠
「
季
節
感
の
成
立
と
持
統
朝
」（『
渡
瀬
昌
忠
著
作
集　

第
三
巻　

人
麻
呂

歌
集
非
略
体
歌
論
上
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
）

（
25
）
川
上
富
吉
「
持
統
十
一
年
四
月
の
神
衣
祭
―
巻
一
、
二
十
八
番
歌
考
―
」『
大
妻
女

子
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
九
八
年
（『
萬
葉
歌
人
の
伝
記
と
文
芸
』

新
典
社
、
二
〇
一
五
年
、
所
収
）

（
26
）
寺
川
眞
知
夫
「
古
事
記
へ
の
持
統
天
皇
の
関
与
と
元
明
天
皇
の
編
纂
の
勅
」『
古
事
記

と
太
安
万
侶
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年

（
27
）
中
西
進
「
話
者
と
し
て
の
持
統
」『
美
夫
君
志
』
第
二
六
号
、
一
九
八
二
年

（
28
）
大
濱
厳
比
古
『
万
葉
幻
視
考
』
集
英
社
、
一
九
七
八
年
、
大
濱
眞
幸
「
持
統
天
皇
御

製
歌
僻
案
―
「
春
過
ぎ
て
夏
来
る
ら
し
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
国
文
学
』（
関
西
大
学
）

第
九
二
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月

（
29
）
天
地
を
意
味
す
る
「
乾
坤
」
の
表
記
例
も
三
例
（
巻
十
・
二
〇
八
九
、
巻
十
三
・
三

二
八
七
、
三
三
四
六
）
あ
る
。

（
30
）
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
『
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
４　

日
本
書
紀
③
』（
小
学
館
、
一
九
九
二
年
）
に
拠
る
。

（
31
）
水
林
彪
「
律
令
天
皇
制
の
神
話
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
―
―
初
期
宣
命
お
よ
び
『
古
事
記
』

の
天
皇
像
」『
王
権
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
八
年
）、「
古
代
神
話
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
構
成
」『
天
皇
と
王
権
を
考
え
る　

第
四
巻　

宗
教
と
権
威
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
な
ど

（
32
）
遠
山
美
都
男
『
古
代
の
皇
位
継
承　

天
武
系
皇
統
は
実
在
し
た
か
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
七
年

（
33
）
神
野
志
隆
光
『
古
事
記
と
日
本
書
紀
―
―
「
天
皇
神
話
」
の
歴
史
』
講
談
社
現
代
新
書
、

一
九
九
九
年

（
34
）
榎
村
寛
之「
王
権
史
と
し
て
見
た『
百
人
一
首
』―
鎌
倉
前
期
貴
族
の「
歴
史
」認
識
―
」


